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４／１５平成１６年

（６０増）７７,４０５人　口
（１１増）３８,７９６　　男
（４９増）３８,６０９　　女
（１０８増）３７,２９１世帯数

４月１日現在　推計（前月比）

　

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
に
必
要
な
読
書
が
よ
い
環
境
で
で
き
る
よ

う
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
４
月

　

日
が
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

２３
　

中
央
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
、
喜
び

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

本

の

楽

し

さ

を

子

ど

も

た

ち

へ

「

子

ど

も

の

読

書

週

間

」

特

別

企

画

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

乳
幼
児
健
康
診
査
を
受
診
す
る
す

べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
方
に
、

図
書
館
専
門
員
が
「
赤
ち
ゃ
ん
に
絵

本
を
使
っ
て
語
り
か
け
る
楽
し
さ
と

大
切
さ
」
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
絵

本
や
、
お
す
す
め
の
本
の
リ
ス
ト
な

ど
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会

　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
・
わ
ら
べ
う

た
を
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

４
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
折
り
紙
を
と

お
し
て
、
読
書
の
楽
し
み
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
に
ど
ん
な
本
を
選

ん
だ
ら
い
い
の
」「
読
み
聞
か
せ
の
方

法
は
」
と
い
っ
た
保
護
者
の
方
の
ご

相
談
や
、
地
域
で
の
お
は
な
し
会
活

動
の
た
め
の
資
料
の
貸
し
出
し
に
も

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

◆
季
節
の
子
ど
も
行
事

春　

工
作
教
室

　
　

子
ど
も
読
書
の
日

夏　

夏
休
み
特
別
お
は
な
し
会

　
　

子
ど
も
一
日
図
書
館
員

　
　

か
が
く
あ
そ
び

秋　

児
童
行
事
実
技
講
座

冬　

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
お
は
な
し
会

　
　

か
る
た
大
会

※
季
節
に
合
わ
せ
た
特
集
展
示
な
ど

も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
に
入
り
の
物
語
の
登
場
人
物

に
お
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

図
書
館
が
選
定
し
た　

作
品
の
中

１５

か
ら
あ
な
た
の
好
き
な
本
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

　

お
手
紙
専
用
の
カ
ー
ド
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
中
央
図
書
館
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

内
容
は
作
者
に
伝
え
た
い
こ
と
や

絵
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
書
い
て
く

れ
た
お
手
紙
は
、
展
示
を
し
た
後
、

物
語
の
作
者
に
送
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〔
期
間
〕
４
月　

日
�
か
ら
５
月　

２３

３１

日
�
ま
で

※
中
央
図
書
館
の
お
手
紙
専
用
ポ
ス

ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

お

は

な

し

会

資

料

を

ご

活

用

く

だ

さ

い

　

中
央
図
書
館
で
は
、
お
は
な
し
会

等
の
活
動
を
使
用
目
的
と
し
た
資
料

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

大
型
読
み
聞
か
せ
絵
本
・
紙
芝
居
・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
等
、
予
約
申
込
制
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
か
ら
は
、
昨
年
度
の

児
童
行
事
実
技
講
座
で
製
作
し
た
布

の
絵
本
も
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

　

布
の
絵
本
は
、
視
覚
障
害
や
知
的

障
害
を
も
つ
子
ど
も
の
た
め
に
考
案

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
手
で
形
を

触
っ
た
り
、
小
さ
な
部
品
を
取
り
外

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

の
想
像
力
を
刺
激
す
る
楽
し
い
し
か

け
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽
し
め
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

春

の

文

学

散

歩

　　

江
戸
東
京
博
物
館
（
新
選
組
展

等
）・
浅
草
寺
を
訪
ね
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前
９
時

２０

市
役
所
出
発

〔
定
員
〕　

人
４０

〔
参
加
費
〕
１
�
３
６
０
円
（
入

館
料
等
）

〔
申
し
込
み
〕
４
月　

日
�
午
前

２８

９
時　

分
か
ら
中
央
公
民
館
講

３０

座
室
（
９
時　

分
で
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
抽
選
。
抽
選
前
の
電
話

申
込
不
可
）

※
前
回
参
加
し
た
方
は
遠
慮
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館
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布の絵本で遊ぶ子どもたち

  手作りの布の絵本
には、子どもたちが
大好きな遊びごこ
ろがいっぱいです。
  製 作 は、ボ ラ ン
ティアグループの
協力により行って
います。

製作風景

もっと�

本本 のの 世世 界界 をを 楽楽 しし ももうう

おはなし会の様子

大型絵本を楽しむ親子

　利用者の皆さんからの強い要望にお応えして、４月１日�
から、毎日午前１０時から午後７時まで開館しています。
 〔休館日〕第１・３火曜日、祝日（第１・３火曜日にあたると
きは翌日も） 、年末年始、特別整理期間

お 勤 め 帰 り に 図 書 館 へ
～ 中央図書館の開館時間を延長しました ～

「子ども読書の日」「子ども読書の日」「子ども読書の日」
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狛
江
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
審
査
会
の
市
民
委

員
募
集

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口
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４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動

を
行
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前

職
）。

＊

〔
課
長
職
〕

▽
総
務
部
職
員
課
主
幹
・
狛
江
市

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣　

金
子
久

雄
（
都
市
建
設
部
整
備
課
主
幹

（
兼
）
用
地
係
長
）
▽
市
民
部
産

業
生
活
課
長
（
兼
）
農
業
委
員
会

事
務
局
長　

穐
山
伸
芳
（
学
校
教

育
部
指
導
室
長
）
▽
健
康
福
祉
部

高
齢
福
祉
課
長　

白
井
秀
子
（
健

康
福
祉
部
在
宅
福
祉
課
長
）
▽
健

康
福
祉
部
児
童
福
祉
課
長　

渡
辺

洋
（
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
企

画
調
整
担
当
主
幹
）
▽
都
市
建
設

部
管
理
課
長　

西
村
七
朗
（
健
康

福
祉
部
介
護
福
祉
課
長
）
▽
都
市

建
設
部
整
備
課
主
幹
（
兼
）
用
地

係
長　

山
口
昭
二
（
市
民
部
産
業

生
活
課
長
（
兼
）
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
▽
学
校
教
育
部
指
導
室

長　

久
保
田
靖
明
（
東
京
都
派
遣

職
員
）
▽
社
会
教
育
部
公
民
館
長

友
野
信
夫
（
社
会
教
育
部
西
河
原

公
民
館
長
）
▽
社
会
教
育
部
中
央

図
書
館
主
幹
（
兼
）
奉
仕
係
長

鈴
木
英
男（
総
務
部
職
員
課
主
幹
・

狛
江
福
祉
会
派
遣
）
▽
総
務
部
職

員
課
主
幹
・
狛
江
福
祉
会
派
遣　

寺
本
民
生
（
健
康
福
祉
部
介
護
福

祉
課
長
補
佐
（
兼
）
介
護
福
祉
係

長
）
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長　

榎
本
愼
一
郎
（
社
会
教
育
部

中
央
図
書
館
副
主
幹
（
兼
）
奉
仕

係
長
）

　　

ま
た
、
３
月　

日
付
け
の
退
職

３１

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊

〔
部
長
職
〕

▽
安
田
貴
嘉
（
総
務
部
理
事
）

〔
課
長
職
〕

▽
長
田
さ
か
ゑ
（
総
務
部
職
員
課

主
幹
）
▽
栗
山
定
夫
（
健
康
福
祉

部
児
童
福
祉
課
長
）
▽
小
林
明
夫

（
都
市
建
設
部
管
理
課
長
）
▽
恒

松
弘
成
（
社
会
教
育
部
中
央
公
民

館
長
）
▽
栗
原
優
（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

次
世
代
育
成
支
援
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
市
民
協
議
会
の
市

民
委
員
募
集

　

４
月
１
日
付
け
で
、
市
立
小
中

学
校
の
校
長
・
教
頭
に
異
動
が
あ

り
ま
し
た（
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
）。

＊

▽
第
五
小
学
校
長　

藤
原
孝
子

（
紺
野
美
夫
）
▽
第
二
中
学
校
長

佐
藤
方
直
（
長
田
輝
男
）
▽ 
第
七

小
学
校
教
頭　

植
松
辰
夫
（
浮
須

和
範
）
▽
第
三
中
学
校
教
頭　

松

島
健
治
（
藤
原
孝
子
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

第　

回
男
女
平
等
推
進

１３
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
募

集

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前
８
時　

２５

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
５
時
か

２２

ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

※
平
成　

年
度
か
ら
市
税
・
介
護
保

１６

険
料
の
納
付
が
、
従
来
の
金
融
機
関

の
ほ
か
、
新
た
に
郵
便
局
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
狛
江
市

長
の
資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
は
一
般
市
民
、
学
識
経
験
者
等

５
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
の　

歳
以

２０

上
の
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人

〔
任
期
〕
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

〔
会
議
〕
原
則
平
日
夜
間
、
審
査
請

求
が
あ
っ
た
場
合

〔
応
募
方
法
〕
４
月　

日
�
ま
で
に

３０

応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
文
「
応

募
の
動
機
」
を
８
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
持
参
ま
た
は
郵
送
。
な
お
電
子

メ
ー
ル
（h
isyok@

city.kom
ae

.lg.jp

）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２
０

１
―
８
５
８
５
狛
江
市
役
所
秘
書
広

聴
課
へ
。

　

男
女
平
等
な
社
会
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
問
題
と
し
て

考
え
て
も
ら
う
機
会
の
一
つ
と
し
て
、

今
年
度
も
「
男
女
平
等
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
、
立
案
、

実
行
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
と
て
も
発
言
し
や
す
い

雰
囲
気
の
中
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
情
報
誌
「
こ
ま
え
ー
る
」
第
４
号

を
発
行
し
ま
し
た
。
市
の
公
共
施
設

で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
閲
覧
可
）。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
に
企
画
調
整
課
へ
。

３０
　

東
野
川
四
丁
目
に
新
地
区
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
た
め
、
運
営
協
議

会
設
立
準
備
会
を
発
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
開
設
に
か
か
わ
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
７
時
か

２６

ら
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
・
研
究
し

案
を
つ
く
り
市
長
お
よ
び
市
民
福
祉

推
進
委
員
会
に
報
告
し
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
の　

歳
以

１８

上
の
方

〔
募
集
人
員
〕
３
人

〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月
末

１７

〔
会
議
〕
月
１
回
程
度

〔
応
募
方
法
〕
４
月　

日
�
か
ら　

１５

３０

日
�
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
文
「
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
持

参
ま
た
は
郵
送
。
な
お
、
電
子
メ
ー

ル
（k
osod

atek
k
r０１
@
city.k

o

m
ae.lg.jp
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２
０

１
―
８
５
８
５
狛
江
市
役
所
児
童
福

祉
課
へ
。

　

次
世
代
育
成
支
援
に
関
し
協
議
し

た
も
の
を
「
市
民
協
議
提
案
書
」
と

し
て
作
成
し
、
策
定
委
員
会
に
提
出

し
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
の　

歳
以

１８

上
の
方

〔
募
集
人
員
〕
６
人

〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月
末

１７

〔
会
議
〕
月
１
回
程
度

〔
応
募
方
法
〕
４
月　

日
�
か
ら　

１５

３０

日
�
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
文
「
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」
を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
持

参
ま
た
は
郵
送
。
な
お
、
電
子
メ
ー

ル
（k

osod
atek
k
r０１
@
city.k

o

m
ae.lg.jp

）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２
０

１
―
８
５
８
５
狛
江
市
役
所
児
童
福

祉
課
へ
。

　

５
月
１
日
�
か
ら
狛
江
駅
北
口
地

下
駐
車
場
（
ち
か
ち
ゅ
ー
）
が
変
わ

り
ま
す
。

〔
営
業
時
間
の
延
長
〕
営
業
時
間
を

午
後　

時
か
ら
翌
日
午
前
２
時
ま
で

１１

３
時
間
延
長

〔
早
朝
・
夜
間
割
引
〕
基
本
使
用
料

の
う
ち
、
午
前
７
時
か
ら
９
時
ま
で

と
午
後
９
時
か
ら
翌
日
午
前
２
時
ま

で
の
時
間
帯　

分
２
０
０
円

６０

〔
夜
間
使
用
料
〕
営
業
時
間
の
延
長

に
伴
い
、
新
た
に
閉
場
時
間
と
な
る

午
前
２
時
か
ら
７
時
ま
で（
５
時
間
）

５
０
０
円
（
閉
場
時
間
内
は
人
・
車

と
も
出
入
り
で
き
ま
せ
ん
）

〔
夜
間
定
期
駐
車
〕
午
後
７
時
か
ら

翌
日
午
前
９
時
ま
で
の
定
期
駐
車

（
夜
間
）
月
額
８
�
０
０
０
円

▽
定
期
駐
車
利
用
の
申
請
受
付
中

　

新
た
に
導
入
す
る
夜
間
定
期
の
ほ

か
、
全
日
定
期
、
平
日
定
期
に
つ
い

て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

〔
定
期
駐
車
使
用
料
〕

①
全
日
１
８
�
０
０
０
円

②
平
日
１
０
�
０
０
０
円

③
夜
間
８
�
０
０
０
円

※
敷
金
・
礼
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

〔
利
用
期
間
〕
申
込
日
か
ら
平
成　
１７

年
３
月　

日
ま
で

３１

〔
申
込
方
法
〕
計
画
課
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
定
期
駐
車
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
車
両
の
車
検
証
の
コ

ピ
ー
を
添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

新
地
区
セ
ン
タ
ー
開
設
に

か
か
わ
る
説
明
会

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

策
定
委
員
会
の
市
民
委
員
募

集

ま
す
ま
す
便
利
に
〜
狛
江
駅

北
口
地
下
駐
車
場
（
ち
か

ち
ゅ
ー
）
〜

　

３
月　

日
付
け
で
間
鍋
伸
一
さ

３１

ん
が
消
防
団
長
を
ご
勇
退
さ
れ
、

４
月
１
日
付
け
で
鈴
木
一
光
さ
ん

が
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

間
鍋
前
団
長
は
、
平
成
８
年
４

月
か
ら
８
年
間
に
渡
り
消
防
団
長

の
職
務
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は
、

１４

東
京
都
三
多
摩
消
防
団
連
絡
協
議

会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
狛
江
市
消

防
団
の
発
展
に
多
大
な
る
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
団
長
は
、
平
成
８
年
４
月

か
ら
副
団
長
と
し
て
、
狛
江
市
消

防
団
本
部
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
鈴
木
団
長
を
筆

頭
に
狛
江
市
消
防
団
１
０
８
人
が

一
丸
と
な
っ
て
、
狛
江
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
昼
夜
を

問
わ
ず
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
狛
江
市
消
防
団

の
活
動
に
ご
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

狛
江
市
消
防
団
の
団
長
が
替
わ
り
ま
し
た

市
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
退
職
者

校

長

・

教

頭

人

事

異

動
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子
守
の
む
か
し

「
小
学
校
六
年
を
終
え
て
、
子
守
奉

公
に
行
っ
た
ん
で
す
。
わ
た
し
は
、

き
ょ
う
だ
い
女
ば
か
り
の 
終 
い
っ
子
。

し
ま

父
親
は
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
一
年
と

十
日
目
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
そ
れ
こ
さ
、
お
っ
か
さ
ん

は
大
変
で
し
た
。
卒
業
間
近
な
こ
ろ
、

口 
利 
き
す
る
人
が
あ
っ
て
ね
、
お 
前 

き 

め
え

の
と
こ
も
、
子
守
に
ち
ょ
う
ど
い
い

子
が
い
る
か
ら
、
子
守
奉
公
に
貸
し

て
く
ん
ね
え
か
っ
て
。

　

奉
公
先
は
、
歩
い
て
二
十
分
ほ
ど

に
あ
る
大
き
な
農
家
で
、
わ
た
し
は

お
勝
手
や
っ
た
り
子
守
り
や
っ
た
り
、

子
ど
も
を
お
ぶ
っ
て
畑
の
草
む
し
り

や
っ
た
り
何
で
も
や
り
ま
し
た
。
子

守
の
わ
た
し
は
、
あ
ん
ね
と
よ
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
朝
は
、
ね
え
さ
ん

（
お
か
み
さ
ん
）
と
い
っ
し
ょ
に
起

き
る
ん
で
す
。
赤
ん
坊
が
泣
け
ば
、

ね
え
さ
ん
に
乳
飲
ま
し
て
も
ら
っ
て

る
う
ち
は
、
ご
飯
炊
き
で
火
を
燃
し

て
。
そ
れ
か
ら
、
お
む
つ
を
取
り
か

え
て
、
ま
た
、
赤
ん
坊
を
お
ぶ
う
ん

で
す
。
子
守
り
を
し
な
が
ら
台
所
掃

い
た
り
庭
掃
い
た
り
。
ご
飯
は
み
ん

な
い
っ
し
ょ
で
し
た
け
ど
、
そ
れ
こ

さ
、
大
急
ぎ
で
食
べ
ち
ゃ
っ
て
、
ま

た
、
赤
ん
坊
お
ぶ
っ
て
ね
。
前
の
堀

の
流
れ
で
お
む
つ
を
洗
う
ん
で
す
。

　

赤
ん
坊
は
女
の
子
で
、
そ
の
上
に

男
の
子
が
二
人
い
て
ね
。
こ
の
子
た

ち
も
遊
ば
せ
た
ん
で
す
よ
。
わ
た
し

が 
宿 
り
に
実
家
へ
行
く
と
き
に
、
あ

や
ど

ん
ね
と
い
っ
し
ょ
に
行
ぐ
ん
だ
っ
て

泣
か
れ
て
ね
、
六
つ
の
男
の
子
が
つ

い
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 」

　

こ
れ
は
、
日
露
戦
争
の
始
ま
っ
た

明
治
三
十
七
年
に
世
田
谷
で
生
ま
れ

て
、
大
正
十
四
年
に
狛
江
に
嫁
入
り

し
た
人
の
話
で
す
。
同
じ
よ
う
に
子

守
奉
公
を
し
た
人
は
、
大
正
生
ま
れ

の
人
も
含
め
て
、
狛
江
の
な
か
で
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
近
く
の
商
家
に
住

み
こ
み
で
子
守
奉
公
を
し
た
り
、
同

じ
狛
江
の
少
し
離
れ
た
農
家
に
住
み

こ
ん
だ
り
、
他
村
に
出
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
食
べ
さ
せ
て
も

ら
い
、
着
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
、
と

く
に
給
金
と
い
う
も
の
は
、
わ
ず
か

で
し
た
。
宿
下
が
り
は
、
盆
と
正
月

で
、
一
晩
か
二
晩
泊
ま
り
。
こ
の
と

き
に
、
仕
着
せ
と
し
て
、
新
し
い
着

物
と
か
履
物
な
ど
を
も
ら
い
ま
し
た
。

子
守
奉
公
は
、
二
、
三
年
く
ら
い
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
女
の
子
だ
け

で
な
く
、
明
治
の
末
ご
ろ
に
、
小
学

校
在
学
中
の
男
の
子
を
住
み
こ
み
で

あ
ず
か
っ
て
、
子
守
り
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
農
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
多
か
っ
た
こ
ろ
に
は
、

幼
い
弟
や
妹
の
子
守
り
を
す
る
の
が

ふ
つ
う
で
、「
み
ん
な
ね
、
同
じ
年
輩

の
子
は
赤
ん
坊
お
ぶ
っ
て
出
て
く
る

の
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
。
そ

い
で
遊
ぶ
わ
け
な
の
。
男
の
子
も
い

ま
し
た
よ
」 。
ひ
と
り
っ
子
な
の
で
、

小
学
校
の
三
、
四
年
生
の
こ
ろ
、
学

校
帰
り
に
親
戚
の
家
に
寄
っ
て
赤
ん

坊
を
お
ぶ
っ
て
き
て
、
子
守
り
を
し

た
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
な
ど
が
、
う
た
っ
て

き
か
せ
た
子
守
唄
に
は
、「
ね
ん
ね
ん

こ
ろ
り
よ　

お
こ
ろ
り
よ
」
と
は
、

ひ
と
味
ち
が
う
「
ね
ん
ね
ん
猫
の
け

つ
に　
 
蟹 
が
這
い
こ
ん
だ　

ひ
き
ず

か
に

り
だ
し
て
も　

ひ
き
ず
り
だ
し
て
も

ま
た
這
い
こ
ん
だ
」
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１２３－

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
市
民
等
に
よ
る
テ
ー
マ
型
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。　

　

テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
、
緑
の
保
全
、

歩
行
環
境
、
景
観
形
成
そ
の
他
特
定

の
分
野
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
お

よ
び
実
践
等
の
活
動
の
こ
と
で
す
。

〔
申
込
資
格
〕
市
内
居
住
者
、
市
内

の
土
地
所
有
者
、
借
地
人
ま
た
は
借

家
人
、
市
内
で
事
業
を
営
む
者
お
よ

び
市
内
在
勤
・
在
学
者

〔
申
込
受
付
期
間
〕
５
月　

日
�
ま

１４

で〔
審
査
〕
支
援
に
つ
い
て
は
、
年
度

ご
と
に
公
開
で
活
動
目
的
や
計
画
等

を
コ
ン
ペ
方
式
（
設
計
競
技
方
式
）

で
審
査
し
て
決
定
し
ま
す
。

〔
審
査
委
員
〕
狛
江
市
ま
ち
づ
く
り

委
員
会

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
計
画

課
へ
。

　

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
一
部
改

正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
こ
れ
ま
で
の

家
電
４
品
（
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
エ

ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
）
に
加
え
、
使
用

済
み
家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
処
理
メ
ー

カ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
処

分
の
方
法
は
家
電
４
品
と
同
様
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
�
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
適
正
な

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

　

市
立
小
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
が
い
て
、
経
済
的
に
教

育
費
に
お
困
り
の
ご
家
庭
に
対
し
て
、

給
食
費
や
学
用
品
費
等
の
一
部
を
援

助
し
ま
す
。

〔
申
請
方
法
〕
学
校
で
配
布
さ
れ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４

月　

日
�
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

２３

　

な
お
、
申
請
書
は
、
児
童
・
生
徒

一
人
に
つ
き
１
枚
必
要
で
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教

育
課
へ
。

　

西
河
原
公
民
館
・
中
央
公
民
館
の

統
合
に
よ
り
、
管
理
運
営
を
公
民
館

に
一
本
化
し
て
行
い
ま
す
。

〔
施
設
の
名
称
〕
▽
本
館　

西
河
原

公
民
館
▽
分
館　

中
央
公
民
館

　

事
業
実
施
や
施
設
利
用
は
、
従
来

ど
お
り
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
公
民
館
�
（
３
４

８
０
）
３
２
０
１

　

４
月
１
日
�
か
ら
東
京
都
の
労
政

事
務
所
が
再
編
さ
れ
、
東
京
都
八
王

子
労
政
事
務
所
は
、「
東
京
都
労
働
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー
八
王
子
事
務
所
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
労
働
相
談

情
報
セ
ン
タ
ー
八
王
子
事
務
所
�
０

４
２
６
（　

）
０
２
７
８

４３

　

労
働
保
険
料
（
雇
用
保
険
料
と
労

災
保
険
料
）
の
申
告
・
納
付
は
、
５

月　

日
�
ま
で
で
す
。
す
で
に
事
業

２０
主
あ
て
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
申
告
書

に
保
険
料
を
添
え
て
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
へ
納
付
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕 東
京
労
働
局
適
用

課
�
（
３
８
１
８
）
８
２
３
９

▽
第
４
分
科
会

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
７
時
か

２１

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
も
リ

サ
イ
ク
ル
の
対
象
で
す

就
学
援
助
費

平
成　

年
度
テ
ー
マ
型
ま

１６

ち
づ
く
り
協
議
会
の
募
集

４
月
か
ら
公
民
館
の
組
織

が
変
わ
り
ま
し
た

労
政
事
務
所
の
組
織
名
称

が
変
わ
り
ま
し
た

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

は
お
早
め
に

�
第　

回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

１２

民
会
議

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
対
象
者
が
拡
大
し
、
ま
た
「
代

理
記
載
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

が
、
郵
便
等
に
よ
り
自
宅
等
で
投

票
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

〔
対
象
者
〕
代
理
記
載
制
度
の
該

当
者
を
除
い
て
自
身
で
字
を
書
く

こ
と
が
で
き
、
別
表
「
郵
便
投
票

の
で
き
る
人
」
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

▽
対
象
者
の
拡
大　

①
介
護
保
険

法
上
の
要
介
護
者
で
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方
②
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
免
疫
の
障

害
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
あ

る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

▽
代
理
記
載
制
度
の
創
設

　

次
に
該
当
す
る
方
で
、
自
身
で

字
を
書
く
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
長
に
届
け
出
た
者
（
選
挙
権

を
有
す
る
者
に
限
る
）
に
投
票
に

関
す
る
記
載
を
本
人
に
代
わ
っ
て

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、別
表「
代

理
記
載
の
で
き
る
人
」
の
障
害
に

該
当
し
て
い
る
方

　

申
請
方
法
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
を
添
え
て
申
請
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
す
る

ま
で
に
期
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
申
請
は
お
早
め
に
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

郵

便

に

よ

る

投

票

制

度

 ■郵便投票の対象者
▽郵便投票のできる人

介護保険の
被保険者証

戦傷病者手帳身体障害者手帳

－特別項症から
第２項症まで

１級もしくは
　　　　２級両下肢、体幹

－－１級もしくは
　　　　２級移動機能

－特別項症から
第３項症まで

１級もしくは
　　　　３級

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう 、
直腸または小腸

－－ ※  １級から
   　３級まで免疫機能

※要介護５ －－要介護状態区分

※新たに対象となった方

手帳の種類

障害等

▽代理記載のできる人
（郵便投票のできる方で、かつ下表に該当する方）

戦傷病者手帳身体障害者手帳

特別項症から
第２項症まで１級上肢、視覚

手帳の種類

障害の部位

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
東
海
林
和
彦
さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
に
、
新
し
く
東
海
林

和
彦
さ
ん
（
東
野
川
２－

３－

　

）
が
、
狛
江
市
議
会
第
１
回
定

２５例
会
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課
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広報こまえ　平成１６年（２００４年）４月１５日　�

■利用券の申し込み順序

▽宿泊施設利用の場合 →�から（予約必要）
▽日帰り施設利用の場合 →�から（予約不要）

　市では、市民の皆さんの保養と健康増進を図るため、市と

契約した保養施設を利用する方に費用の一部を助成(利用券

を発行 ) しています。家族旅行・グループ旅行に利用くださ

い。

　契約施設は、別表のとおり関東近辺を中心に温泉や各種レ

ジャー施設のある旅館、ホテル、ペンション、民宿、日帰り

施設を用意しています。各施設の詳細については、「狛江市

民保養施設案内」パンフレット（各施設での料金割引等サー

ビス内容を確認ください） 、および市ホームページをご覧く

ださい。

　なお、今回、廃止した施設が１カ所（湯の宿美松） 、再契

約した施設が１カ所（丹波山村民宿組合）あります。また、

申し込み先等が変更となった施設がありますので別表を確

認のうえ、予約をお願いします。

〔利用できる方〕６カ月以上市内に住民登録のある方で、年

度内一人につき宿泊施設は３泊まで、日帰り施設は２回まで

利用券を発行します。

〔申し込み・問い合わせ〕産業生活課へ。

▽
植
木
即
売
会

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�

２４

２５

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば

▽
花
と
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�

２４

２５

植
木
即
売
会
会
場
に
て
、
両
日
と

も
午
前　

時
か
ら
花
（
ペ
チ
ュ
ニ

１１

ア
・
ベ
コ
ニ
ア
各
１
０
０
個
）
午

後
１
時
か
ら
苗
木
（
ア
ジ
サ
イ
・

ツ
ツ
ジ
・
ク
レ
マ
チ
ス
各　

本
）

５０

▽
緑
化
相
談

　

庭
木
の
せ
ん
定
や
害
虫
駆
除
、

花
の
育
て
方
な
ど
緑
の
こ
と
な
ら

専
門
の
職
人
さ
ん
が
無
料
で
親
切

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

※
植
木
即
売
会
当
日
以
外
も
受
け

付
け
ま
す
。

〔
相
談
員
〕「
狛
江
市
緑
化
相
談

員
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

〔
受
付
時
間
〕
月
〜
土
曜
日
の
午

前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３０

相
談
員
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
生
け
垣
造
成
の
費
用
助
成

　

身
近
な
緑
を
増
や
す
「
緑
の
ま

ち
づ
く
り
」
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

道
路
に
面
し
た
部
分
の
緑
化
を
奨

励
し
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
新
た
に
生
け
垣

を
造
っ
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
生
け
垣
に
す
る
場
合
、
次
の
要

件
を
備
え
て
い
れ
ば
造
成
費
の
一

部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
。

①
生
け
垣
の
高
さ
が
お
お
む
ね
１

�
以
上

②
生
け
垣
の
総
延
長
が
３
�
以
上

③
幅
員
が
４
�
以
上
の
道
路
に
面

し
て
い
る
こ
と

▽
公
園
等
管
理
に
つ
い
て

　

市
で
は
公
園
を
１
週
間
に
１
回
、

児
童
遊
園
を
２
週
間
に
１
回
、
清

掃
を
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

 ■狛江市緑化相談員

電話番号所　在　地相談員名

（３４８９） ０１６５中和泉３－２－１５�和　泉　園

（３４８９） ７２５８東野川１－１１－１３�植　　 光

（３４８９） ２５８６東和泉２－４－１�栗山造園
（３４８０） ８９１０東和泉２－１６－１０�小谷野造園
（３４８０） ０７３７中和泉３－２－９�白井造園
（３４８９） ８９２３西野川１－３－１５�鈴木造園
（３４８９） ６４５１東野川４－１９－６�高木造園

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご 存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存 じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

市市民民保保養養施施設設のの利利用用手手順順

利用時間料　金電話番号施　設　名場　所

営 業 時 間 内１,０００円 ０４２８（８７）０８８８小　菅　の　湯小　菅

３  時 間 ま で５００円 ０４２８（８８）００２６の  め  こ  い  湯丹波山

３  時 間 ま で８００円 ０４２（５９８）６７８９数　馬　の　湯檜　原

３  時 間 ま で７５０円 ０４２８（８２）７７７０も  え  ぎ  の  湯奥多摩

営 業 時 間 内１,０５０円 ０４６０（３）６２４４ＨＯＴＥＬ  Ｒａ Ｋｕｕｎ元箱根

２  時 間 ま で１,０００円 ０５５８（２８）１２３４ホテル観音温泉奥下田

２  時 間 ま で１,０００円 ０４６５（６８）１２５１一　　望　　閣真　鶴

営 業 時 間 内１,３００円 ０４２４（９９）７７７７深大寺温泉ゆかり調　布

※もえぎの湯の利用時間は、８月・１１月および土・日曜日、祝日は２時
間まで
※料金は税込みで、小人料金は半額（のめこい湯、もえぎの湯、ＨＯＴＥＬ 
 Ｒａ  Ｋｕｕｎ、深大寺温泉ゆかりは別料金）

予約は必要ありません予約は必要ありません日日 帰帰 りり 施施 設設

注）小人とは、４歳以上小学校６年生までです。
※次の�～�のいずれかに該当する人は、上記助成額に１,０００円が加算
されます。なお、日帰り施設には加算はありません（利用券申請時に�
～�に該当する人は手帳等を提示ください） 。
�満６５歳以上の人
�身体障害者手帳をお持ちの人
�愛の手帳をお持ちの人
�特殊疾病の医療券をお持ちの人または難病手当の支給を受けている
人
�児童扶養手当の支給を受けている人とその家族
�児童育成手当の支給を受けている人とその家族
�生活保護を受けている人
�精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

日帰り施設民　　宿旅館・ホテル・
ペンション

　　　　施　設
 区　分

５００円１,５００円２,５００円大　人
３００円１,５００円２,０００円小　人

助助 成成 金金 額額

春春
いい
っっ
ぱぱ
いい

緑緑
いい
っっ
ぱぱ
いい
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申　込　先施　　設　　名場　　所
京王観光調布駅営業所土 肥 観 光 ホ テ ル 湯 の 花 亭土 肥

旅

館

・

ホ

テ

ル

・

ペ

ン

シ

ョ

ン

�０４２４（８１）１６１６下 田 ビ ュ ー ホ テ ル下 田

�０４６０（４）７６１１国 民 宿 舎
小 田 急 箱 根 レ イ ク ホ テ ル箱根桃源台

�（３４０１）５６０７ホ テ ル 南 風 荘箱 根 湯 本

�０２５８（８９）３０００ホ テ ル 蒼 丘
（旧サン・ローラ川口、川口新館）越 後 川 口

�０２５（７８７）４１４１シ ャ ー レ ゆ ざ わ 銀 水越 後 湯 沢
�０２５（７８４）２２５１イ ナ モ ト 旅 館越 後 湯 沢
�（３５４２）０６００ホ テ ル 一 井草 津
�０２７９（７２）３７１１ホ テ ル 銀 水伊 香 保
�０４９４（２４）４４１１秩 父 ホ テ ル秩 父
�０４６０（３）６２４４ＨＯＴＥＬ Ｒａ Ｋｕｕｎ元 箱 根
�０４６５（６８）１２５１一 望 閣真 鶴
�０５５８（７２）２０３３ＹＵＴＯＲＩＡＮ修善寺ホテル修 善 寺
�０５５８（７２）７５００ホテルサンシャイン修善寺修 善 寺
�０５５８（６２）００３０伊 古 奈下 賀 茂
�０５５７（２３）１１２１南 熱 川 東 映 ホ テ ル熱 川
�０５５７（５１）２７７７ペ ン シ ョ ン ぴ っ こ ろ伊 豆 高 原
�０５５７（３７）１８８５ホ テ ル 緑 風 園伊 東
リゾートトラスト
�（５３２３）８２２１

ホ テ ル リ ゾ ー ピ ア 熱 海熱 海
ホ テ ル リ ゾ ー ピ ア 箱 根箱 根

�０２６１（２３）１１０８ブ ル ー ブ ラ ン ア マ ノ青 木 湖
�０２６１（７５）２２７７フ ァ ミ リ ー イ ン ま つ ざ わ白 馬
�０２６１（７２）７２５５リゾートイン ヴィヴァルディ白 馬
�０２６６（６８）２５７０リゾ ート イン シ ャ ル ム車 山
�０２６７（９３）２４３２フ ァ ミ リ ー ロ ッ ジ 宮 本 屋松 原 湖
�０５５（２６３）１１３１トロンの湯（旧山梨トロン）御 坂

小菅村観光協会
�０４２８（８７）０７４１

廣 瀬 屋奥 多 摩
か ど や奥 多 摩
亀 井 屋奥 多 摩
古 家奥 多 摩
す ず め の お 宿奥 多 摩

�０２８７（３２）２０２０会 津 屋塩 原
�０４７０（２８）２２１１い こ い の 村 た て や ま館 山
�０５５８（３２）０２９０河 津 町 観 光 協 会 （ 旅 館 ）東 伊 豆
�０４７５（７６）４１５１国民宿舎サンライズ九十九里九 十 九 里
�０４３９（３８）２１１７国 民 宿 舎 清 和千葉三島湖

西武観光
本社営業所
�（５９５１）０２０９

軽 井 沢 プ リ ン ス ホ テ ル軽 井 沢
軽 井 沢 千ヶ滝 温 泉 ホテ ル軽 井 沢
万 座 高 原 ロ ッ ジ万 座
苗 場 プ リ ン ス ホ テ ル苗 場
水 上 高 原 プ リ ン ス ホ テ ル水 上
日 光 プ リ ン ス ホ テ ル日 光
箱 根 プ リ ン ス ホ テ ル箱 根
箱 根 仙 石 原プリンスホテル箱根仙石原
下 田 プ リ ン ス ホ テ ル東 伊 豆
松 崎 プ リ ン ス ホ テ ル西 伊 豆
大 仁 ホ テ ル中 伊 豆
秩父ミューズパークスポーツの森コテージ秩 父

 �０５５７（２３）２１５０北 川 温 泉 ホ テ ル東 伊 豆

申　込　先施　　設　　名場　　所
�０２５５（８７）２１７８赤 倉 銀 座 山 荘 わ く い赤 倉

旅

館

・

ホ

テ

ル

・

ペ

ン

シ

ョ

ン

�（３７９４）２６１１　ホ テ ル 観 音 温 泉奥 下 田
�０２４１（６４）２２０４台鞍山針生民宿ペンション協同組合会 津 田 島
�０２６９（８２）４６００ホテ ル　 シューネスベ ルク木 島 平

毎日コムネット
旅行事業部
予約受付センター
�（３２９２）１２００

き の く に や箱根芦の湯
ホ テ ル む さ し や元　 箱　 根
雀 の お 宿 春 光 荘箱 根 湯 本
箱 根 パ ー ク ス 吉 野箱 根 湯 本
ホ テ ル お か だ箱 根 湯 本
ホ テ ル お く ゆ も と箱 根 湯 本
箱根小涌園  ニューペガサスイン箱根小涌谷
ドーミーヴィラ箱根小涌谷箱根小涌谷
青 巒 荘湯 河 原
川 堰 苑 い す ゞ ホ テ ル湯　 河　 原
ホ テ ル ・ サ ン ミ 倶 楽 部熱　 　 海
ペ ス カ ー ド い な と り稲　 　 取
伊 豆 長 岡 ホ テ ル 天 坊伊 豆 長 岡
あ さ や ホ テ ル鬼　 怒　 川
ニ ュ ー 岡 部鬼　 怒　 川
鬼 怒 川 プ ラ ザ ホ テ ル鬼　 怒　 川
谷 川 ホ テ ル 七 重 八 重鬼　 怒　 川
鬼 怒 川 ロ イ ヤ ル ホ テ ル鬼　 怒　 川
花 の 宿 松 や鬼　 怒　 川
き ぬ が わ 国 際 ホ テ ル鬼　 怒　 川
ホ テ ル 清 晃 苑日 光
日 光 グ ラ ン ド ホ テ ル日　　　 光
日 光 千 姫 物 語日　　　 光
伊 香 保 白 雲 閣伊 香 保
伊 香 保 ホ テ ル 天 坊伊　 香　 保
ホ テ ル 松 本 楼伊　 香　 保
ホ テ ル 櫻 井草　　　 津
大 東 館草　　　 津
ホ テ ル ふ じ石 和
ホ テ ル 君 佳 （ 別 館 ）石　　　 和
糸 柳石　　　 和
石 和 常 盤 ホ テ ル石　　　 和
ぬ の は ん上　 諏　 訪
白樺湖リゾート池の平ホテル白　 樺　 湖
蓼科グリーンバレーパークホテル蓼 科 高 原

�０５５８（３２）０２９０河 津 町 観 光 協 会 （ 民 宿 ）東 伊 豆

民

宿

�０５５７（４７）２４０２宇 佐 美 温 泉 観 光 会東 伊 豆
�０５５８（９８）１１５２土 肥 温 泉 民 宿 組 合西 伊 豆
�０４７０（５７）２０８８岩 井 民 宿 組 合内 房
�０４７０（３８）２６５６白 浜 町 民 宿 組 合内 房
�０４７０（４４）２３０９千 倉 町 民 宿 組 合外 房
�０４２８（８７）０７４１小 菅 村 観 光 協 会奥 多 摩
�０４２８（８８）０４４４丹 波 山 村 民 宿 組 合奥 多 摩
�０５５５（８２）２２１６根 場 民 宿 組 合富 士 五 湖
�０５５１（４８）２９２５清 里 高 原 民 宿 組 合八 ヶ 岳
�０２５（７８５）５３５３越 後 湯 沢 民 宿 組 合越 後 湯 沢
�０２４１（６４）２２０４台鞍山針生民宿ペンション協同組合会 津 田 島

※予約の際には、「狛江市民保養施設利用券を利用する」と申し添えてください。
※料金は、宿泊日・人数・部屋タイプによって異なりますので、予約の際に確認ください。

病
気
や
け
が
な
ど
で
、
日
常

生
活
に
何
か
と
支
障
が
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
介
護
を

希
望
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ

う
に
手
続
き
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

歳
以
上
の
方
お
よ
び　

歳

６５

４０

か
ら　

歳
ま
で
の
方
で
老
化

６４

が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
（
特
定
疾

病
）
に
よ
り
介
護
を
希
望
す
る
と

き
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

利
用
ま
で
の
流
れ
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

①
申
請
を
受
け
て
、
市
で
は
調
査

員
が
本
人
の
所
に
お
伺
い
し
て
、

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
、
質
問
と

調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
に
も

質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
医
療
、
保
健
、
福
祉
関
係
の
委

員
で
構
成
さ
れ
る
「
介
護
認
定
審

査
会
」
に
よ
り
、
主
治
医
意
見
書

等
を
基
に
「
自
立
」
も
し
く
は

「
要
支
援
」「
要
介
護
」
の
判
定
を

出
し
ま
す
。

③
「
要
支
援
」「
要
介
護
」
と
判
定

さ
れ
た
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
と
契
約
を
結
び
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ま
す
。
受
け
た
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
１
割
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た

方
は
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
今
年
成
人
式
を
迎
え
新
成
人

と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

こ
の
緑
豊
か
な
狛
江
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
狛
江
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

に
つ
い
て
気
付
い
た
の
は
つ
い
最
近

の
こ
と
で
、
子
供
の
こ
ろ
の
私
に

と
っ
て
こ
の
自
然
は
あ
っ
て
当
た
り

前
の
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
狛
江

で
し
か
生
活
し
て
い
な
い
の
で
比
べ

る
と
こ
ろ
が
ほ
か
に
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
木
に
登
っ
て
実
を
食
べ
る
こ

と
や
、
ク
ラ
ス
全
員
で
か
く
れ
ん
ぼ

を
す
る
こ
と
、
川
が
あ
り
山
（
兜
塚
）

が
あ
る
こ
と
は
あ
っ
て
当
然
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
。

　

環
境
を
考
え
る
う
え
で
必
要
な
の

は
、 こ
の
狛
江
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

付
く
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
ご

み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、
ご

み
を
拾
お
う
と
口
で
言
う
の
は
簡
単

で
す
が
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
し
ま
せ

ん
。
狛
江
の
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
に

気
付
き
そ
れ
を
大
切
に
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
の
芽
生
え
が
大
切
な
の
で

す
。
東
京
と
は
思
え
な
い
静
か
な
雰

囲
気
、豊
か
な
自
然
、 そ
し
て
な
ん
と

い
っ
て
も
多
摩
川
の
素
晴
ら
し
さ
。
こ

の
よ
う
な
自
然
が
あ
る
こ
と
が
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
外
に
出
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
が
環
境
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
市
の
発
展
へ
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
新
成
人
に

な
る
私
た
ち
が
改
め
て
狛
江
を
見
つ

め
、 狛
江
を
愛
し
、狛
江
を
創
っ
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

庄子　寛之さん
元和泉二丁目在住

�

　

狛
江
を
見
つ
め
る

み ¦ん ¦ な ¦ で ¦ 支 ¦ え ¦ る ¦ 介 ¦ 護 ¦ 保 ¦ 険 ¦�

（事前に予約申し込みが必要です）（事前に予約申し込みが必要です）宿宿 泊泊 施施 設設
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介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

環　

境　

を　

考　

え　

る　
　
　
　
　
　

市
民
の
声　
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〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・
５
月　

日

２９

２３

�
・
６
月　

日
�
※
い
ず
れ
も
午
前

２０

　

時
〜
午
後
３
時

１０〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時
〜

１８

１０

午
後
３
時
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
け
付
け
〕
店
舗
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
�
・

１６

　

日
�
（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切

１７り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
楽
市
の

会
・
山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７

４〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時　

２４

１１

３０

分
〜　

日
�
午
後
４
時
〔
会
場
〕
中

２５

央
公
民
館
〔
内
容
〕
▽
展
示　

書
道
・

陶
芸
・
絵
画
・
写
真
・
彫
刻
・
手
工

芸
・
華
道
・
茶
道
・
児
童
作
品
な
ど

約
６
０
０
点
▽
実
演
体
験
コ
ー

ナ
ー　

折
り
紙
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
芸
術
協
会

事
務
局
・
平
沢
�
（
３
４
８
９
）
１

６
２
４

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�
午

２４

２５

前　

時　

分
・
午
後
１
時　

分
〔
会

１１

３０

３０

場
〕
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

〔
内
容
〕「
マ
リ
ン
バ
デ
ュ
オ
精
葉

樹
」
に
よ
る
演
奏

〔
問
い
合
わ
せ
〕
奥
多
摩
水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館
�
０
４
２
８
（　

）
２

８６

７
３
１

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
７
時
か

１５

ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

正
午
〔
講
師
〕
藤
井
常
世
さ
ん
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
歌
壇
選
者
）
※
当
日
参
加
自
由

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２４

４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
〔
内
容
〕「
東
京
都
動
物
愛
護

推
進
総
合
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
の

講
演
※
猫
で
困
っ
た
こ
と
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
地
域
ね
こ
の

会
・
野
木
�
（
５
４
９
７
）
６
８
２

９ ■
狛
江
駅
北
口
・
市
民
の
会
〜
景
観
・

デ
ザ
イ
ン
等
分
科
会
〜

�

■
狛
江
弁
財
天
池
緑
地
保
全
地
区
開

放
日

■
こ
ま
え
楽
市

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１４

１０

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
４
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
５
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
・
５
月　

日
・

２７

１８

６
月
８
日
（
各
火
曜
日
）
午
前　

時
１０

〜
正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
と
お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
バ
ス
タ

オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前
９
時　

２８

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
４
月　

日
�
午

１６

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
午
後
２
時

２６

〜
４
時
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
育
児
学
級

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
育
児
相
談

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１８

２５

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
市
民
創
作
展

■
春
の
奥
多
摩
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
現
代
短
歌
を
読
む

■
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
セ
ミ
ナ
ー
「
ハ
ル

ス
プ
ラ
ン
」

　

水
と
緑
の
住
宅
都
市
狛
江
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
「
多
摩
川
」
流
域
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
結
ぶ
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
は
、
市
で
開
催
す
る
「
狛
江

古
代
カ
ッ
プ
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス

（
７
月　

日
）」、
奥
多
摩
町
で
開
催

１８

す
る
「
森
林
浴
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク

（
４
月　

日
）」、
山
梨
県
小
菅
村
で

２９

開
催
す
る
「
多
摩
源
流
ま
つ
り
（
５

月
４
日
）」、
山
梨
県
丹
波
山
村
で
開

催
す
る
「
夏
ま
つ
り
丹
波
（
７
月　
２５

日
）」、
調
布
市
で
開
催
す
る
「
調
布

た
ま
が
わ
フ
ェ
ス
タ
（
８
月
８
日
）」

の
う
ち
、
３
つ
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
に

来
場
し
た
方
に
、
も
れ
な
く
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
産
品
等
の
詰
め
合
わ

せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

抽
選
に
よ
り
、
小
菅
村
、
丹
波
山
村
、

奥
多
摩
町
の
旅
館
宿
泊
券
（
ペ
ア
）

や
温
泉
入
浴
券
、
さ
ら
に
海
外
旅
行

（
ペ
ア
で
グ
ア
ム
３
泊
４
日
）
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
う
台
紙（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

は
、
狛
江
、
喜
多
見
、
和
泉
多
摩
川

の
各
駅
等
で
配
布
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー

事
務
局
�
（
３
４
８
０
）
９
３
６
７

多 
摩 
川 
イ 
ベ 
ン 
ト 
ラ 
リ 
ー

　

〜 
抽 
選 
で 
海 
外 
旅 
行 
が 
当 
た 
り 
ま 
す 
〜

 ■ボランティア保険受付窓口　

申込受付窓口団体・グループ等

社会教育課

社会教育関係団体等
西河原公民館
�（３４８０）３２０１

中央公民館
�（３４８８）４４１１

市民総合体育館
�（３４３０）１１４１

体育・スポーツ
関係団体等

市民協働課自治会・町会等

社会福祉課心身障害者援助団体・
老人福祉活動団体等 高齢福祉課

産業生活課消費者団体等

環境改善課環境美化団体等

清掃課
（ビン・缶リサイクルセンター）

�（３４８８）５３００
清掃活動団体等

総務防災課防犯 ・ 防災活動団体等

管理課交通安全活動団体等

　

こ
の
保
険
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
団
体
の
指
導
者
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
偶
発
事
故
に
よ

り
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
や
法

律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
、

指
導
者
自
身
が
け
が
や
死
亡
し
た
場

合
に
補
償
す
る
も
の
で
す
。

〔
対
象
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
団
体
（
別
表
）
の
指
導
者

〔
期
間
〕
５
月
１
日
か
ら
１
年
間

〔
保
険
料
〕
無
料
（
市
の
負
担
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
に
別
表
受
付
窓
口
へ
。

２２

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

保

険 

 

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前
９
時

２５

　

分
〜
正
午（
雨
天
実
施
）〔
会
場
〕

３０和
泉
自
動
車
教
習
所
（
猪
方
４
―

８
―　

）〔
対
象
〕
自
転
車
持
ち
込

１１

み
可
能
な
市
内
の
小
学
校
４
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
方

〔
内
容
〕
わ
か
り
や
す
い
交
通
安

全
の
話
・
自
転
車
の
乗
り
方
の
基

本
・
模
擬
交
通
事
故
場
面
の
見
学
・

け
が
を
し
た
時
の
応
急
救
護
の
要

領〔
問
い
合
わ
せ
〕
和
泉
自
動
車
教

習
所
実
行
委
員
会
・
松
沢
�
（
３

４
８
９
）
４
１
５
１

親
と
子
の
交
通
安
全
教
室



　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
方
の

け
が
や
、
活
動
の
対
象
と
な
る
方
の

け
が
や
損
害
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
安
心

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
険

適
用
期
間
は
毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３

月
末
日
ま
で
で
、
３
０
０
円
か
ら
７

０
０
円
ま
で
の
３
つ
の
プ
ラ
ン
で
す
。

　

ま
た
、
随
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民

活
動
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

　

子
ど
も
の
自
立
心
や
思
い
や
り
の

心
、
助
け
合
い
の
心
を
育
む
た
め
、

ふ
く
し
え
ほ
ん
「
あ
い
と
ぴ
あ
」
を

作
成
し
、
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
を

通
じ
５
歳
の
お
子
さ
ん
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
市
外
の
幼
稚
園
・
保

育
園
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
に
も

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
日
時
〕５
月　

日
�
正
午
か
ら〔
会

１１

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　

谷
戸
沢
廃
棄
物
広
域
処
分
場
が
開

設　

周
年
を
迎
え
、
そ
の
節
目
の
事

２０
業
と
し
て
多
摩
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
〔
定
員
〕
先

１５

着　

人
〔
集
合
時
間
・
場
所
〕
午
前

４０
８
時　

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
、

３０

帰
り
は
午
後
４
時
ご
ろ

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃

課
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（seigenk

kr@
city.kom

ae.lg.jp

） へ
。

〔
職
種
〕
重
度
身
体
障
害
者
通
所
訓

練
室
・
早
期
療
育
訓
練
室
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
〔
資
格
〕
ヘ
ル
パ
ー
２
級

ま
た
は
保
育
士
〔
定
員
〕
２
人
（
経

験
者
）〔
期
間
〕
５
月
〜
翌
年
３
月

〔
勤
務
時
間
〕
平
日
の
午
前
９
時　
１５

分
〜
午
後
４
時　

分
で
週
２
日
程
度

４５

〔
申
込
方
法
〕
４
月　

日
�
ま
で
に

２３

履
歴
書
・
資
格
証
明
の
写
し
を
持
参

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
※
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
書
類
選
考
の
う
え
採
用
面

接
を
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
�（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

〔
対
象
〕
常
勤
看
護
師
ま
た
は
週
３

日
か
ら
４
日
勤
務
で
き
る
方
（
委
細

面
談
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
�
（
３
４
３
０
）
５

８
８
１

〔
内
容
〕
別
表
の
と
お
り
〔
会
費
〕

▽
硬
式
テ
ニ
ス
、
中
学
生
２
�
５
０

０
円
・
高
校
生
３
�
５
０
０
円
▽

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
３
�
０
０
０
円

▽
フ
ッ
ト
サ
ル
、
２
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
〜　

日
�
の
午
前
８
時　

分

１６

３０

３０

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
に
申
込
書
・
会
費
を
添
え

て
体
育
課
�
（
３
４
３
０
）
１
１
４

１
へ
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
〜
９
月　

日
の

１０

１３

毎
週
月
曜
日
の
午
後
２
時　

分
〜
４

３０

時　

分
（
全　

回
）〔
会
場
〕
西
和
泉

３０

１８

体
育
館
（
旧
四
小
跡
）〔
対
象
〕
市
内

在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上
の
健
康
な

６０

方
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
種
目
〕
ス

３０

ト
レ
ッ
チ
体
操
・
卓
球
・
シ
ョ
ー
ト

テ
ニ
ス
〔
参
加
費
〕
１
�
０
０
０
円

（
保
険
料
・
消
耗
品
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
体
育
課
�

１６（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

〔
日
時
〕
５
月
９
日
�
（
予
備
日　
１６

日
�
・　

日
�
）〔
会
場
〕
男
子
・
元

２３

和
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
女
子
・
東
野

川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〔
資
格
〕
市
内
在

住
・
在
勤
の
高
校
生
以
上
、
ペ
ア
の

う
ち
１
人
は
市
内
在
住
・
在
勤
者
。

パ
ー
ト
ナ
ー
は
市
外
の
方
で
も
可

〔
参
加
費
〕１
人
１
�
５
０
０
円（
協

会
員
は
１
�
０
０
０
円
）〔
申
し
込

み
〕
５
月
２
日
�
ま
で
に
大
久
保
ス

ポ
ー
ツ
店
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
テ
ニ
ス
協
会
・
横

川
�
（
３
４
８
９
）
０
７
２
５

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕４

月　

日
�
午
後
４
時
か
ら
〔
絵
本
〕

２６
ぐ
り
と
ぐ
ら
・
お
さ
る
と
ぼ
う
し
う

り
・
ち
が
う
の
ど
れ
か
な
〔
お
は
な

し
〕
く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う
〔
工
作
〕

か
み
コ
ッ
プ
の
お
は
な

■
１
年
生
歓
迎
会　
〔
日
時
〕４
月　
２１

日
�
午
後
２
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

〔
対
象
〕
小
学
校
１
年
生
〔
申
し
込

み
〕　

日
�
ま
で
に
受
け
付
け
※
プ

２０

レ
ゼ
ン
ト
あ
り

■
一
輪
車
検
定　
〔
日
時
〕４
月　

日
２２

�
午
後
３
〜
４
時
※
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
１
年
生
歓
迎
会　
〔
日
時
〕４
月　
２０

日
�
午
後
４
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
校
１
年
生
〔
申
し

込
み
〕
当
日
ま
で

■
す
く
す
く
測
定　

お
子
さ
ん
の
身

長
・
体
重
を
測
り
ま
す
〔
日
時
〕
４

月　

日
�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
前

２０

２２

　

時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
２
〜

１０

３０

１１

３０

３
時
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕４
月　

日
�

２３

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

■
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員

■
狛
江
市
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ�
お
知
ら
せ�
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■
春
季
テ
ニ
ス
大
会

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
を
行
う

方
へ

■
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〜
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ラ
イ
フ
２
０
０
４
〜

■
若
葉
会
会
食
会

■
訪
問
看
護
師

■
ふ
く
し
え
ほ
ん
「
あ
い
と
ぴ
あ
」

差
し
上
げ
ま
す

シリーズ　－ 6－ ごみゼロに向けて 〔問い合わせ〕清掃課●●●
　

市
内
で
は
、
毎
年
２
５
�
０
０
０
ｔ
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
て
お
り
、

特
に
可
燃
ご
み
の
量
は
全
体
の　

％
以
上
で
す
。

６０

　

こ
の
可
燃
ご
み
の　

％
は
生
ご
み
で
す
。

３０

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
個
人
住
宅
向
け

に
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
補
助
を
行
い
、
ま
た
、
集
合
住
宅
（
狛

江
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ツ
・
狛
江
ハ
イ
タ
ウ
ン
）
に
は
生
ご
み
処
理
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
に
は
大
き
く
分
け
て
バ
イ
オ
式
と
乾
燥
式
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
生
ご
み
の
量
を
大
幅
に
減
量
で
き
ま
す
。

処
理
し
た
も
の
を
３
カ
月
程
度
土
に
埋
め
て
お
く
と
、
良
質
な
土
壌

に
な
り
ま
す
。

　　

現
在
、
狛
江
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ツ
に
は
乾
燥
式
の
生
ご
み
処
理
機

を
設
置
し
、
平
成　

年
度
の
処
理
実
績
は
約　

ｔ
、
こ
の
成
果
物
は

１５

１０

肥
料
製
造
業
者
で
成
分
調
整
を
行
い
、「
狛
江
有
機
す
く
す
く
」
ブ
ラ

ン
ド
の
肥
料
（
１
袋
２
５
０
円
）
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
狛
江
ハ
イ
タ
ウ
ン
に
は
バ
イ
オ
式
の
生
ご
み
処
理
機
を
２

基
設
置
し
、
平
成　

年
度
の
処
理
実
績
は
約
７
ｔ
、
こ
の
成
果
物
は
、

１５

農
家
等
に
実
験
的
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

※
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
助
成

〔
助
成
台
数
〕　

台
５０

〔
助
成
金
額
〕
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限
２
５
�
０
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
〕
清
掃
課
窓
口
で
購
入
前
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
プ
チ
ト
マ
ト
の
会
で
は
、
生
ご
み
処
理
の
相
談
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

生　

ご　

み　

処　

理　

機

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

 ■狛江市青少年スポーツ教室募集内容

募集対象および定員会　場活 動 内 容種　目

中学生・高校生
先着４０人第三中学校５月９日から日曜日を主に年間２５回

午前９時～１１時３０分硬式テニス

小学校３～６年生
先着４０人

西和泉体育館
（旧四小跡）

５月９日から日曜日を主に年間３０回
（そのうちスポーツチャンバラ３回）
午前９時３０分～１１時３０分

ショートテニス

小学校３～６年生
先着３０人

西和泉体育館
（旧四小跡）

５月８日から土曜日を主に年間３０回
（そのうちスポーツチャンバラ３回）
午前９時３０分～１１時３０分

フットサル

 ※活動内容は変更する場合があります。

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
多
摩
川
保
育
園

　
　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

■
多
摩
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参

加
者

狛江ハイタウン生ごみ処理機

生ごみ堆肥「狛江有機すくすく」
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検
討
に
あ
た
っ
て
は
、「
閉
校
す
る

両
校
の
伝
統
や
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
生
か
す
こ
と
」「
教
育
改
革
に
対

応
し
た
多
様
な
施
設
整
備
を
図
る
こ

と
」「
児
童
の
安
全
な
通
学
路
を
確
保

す
る
こ
と
」
等
を
重
点
項
目
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

新
校
の
校
舎
・
施
設
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
財
源
や
敷
地
等
の
限
ら

れ
た
条
件
の
中
で
重
点
事
項
を
決
め
、

将
来
を
見
据
え
て
必
要
な
機
能
・
設

備
が
き
ち
ん
と
あ
る
学
校
を
構
想
し

て
き
ま
し
た
。

　

最
も
時
間
を
か
け
て
検
討
し
た
の

が
教
室
で
す
。オ
ー
プ
ン
教
室
、オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
教
室
を
学

年
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
た
教
室
の

構
成
は
、
従
来
の
狛
江
市
の
学
校
に

は
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
試
み

は
新
た
な
授
業
展
開
に
対
応
す
る
だ

け
で
な
く
、
児
童
が
最
も
長
く
生
活

す
る
場
の
「
ゆ
と
り
」
を
も
た
ら
す

で
し
ょ
う
。

　

全
体
の
配
置
で
は
、
校
庭
を
で
き

る
だ
け
広
く
、
全
普
通
教
室
を
校
庭

に
面
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
４
階
建

て
と
し
、
ラ
イ
ト
コ
ー
ト
や
ベ
ラ
ン

ダ
等
を
導
入
し
て
室
内
の
明
る
さ
と

通
風
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
寄
せ
ら

れ
た
多
く
の
指
摘
や
意
見
を
現
地
調

査
し
な
が
ら
整
理
し
、
道
路
を
管
理

す
る
市
、
交
通
を
管
理
す
る
調
布
警

察
署
と
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。
意
見
の
多
か
っ

た
八
幡
通
り
、
上
和
泉
通
り
、
御
台

橋
通
り
に
つ
い
て
は
、
児
童
が
集
中

す
る
部
分
に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と

や
路
面
表
示
な
ど
安
全
対
策
を
講
じ
、

前
原
公
園
に
北
口
を
設
置
し
て
園
内

通
路
の
利
用
を
す
る
こ
と
等
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
改
善
す
る

こ
と
を
市
に
求
め
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

▽
校
庭
は
で
き
る
だ
け
広
く
す
る
。

▽
１
２
０
�
以
上
ト
ラ
ッ
ク
が
と
れ

る
校
庭

▽
す
べ
て
の
普
通
教
室
を
南
側
に
面

し
て
配
置
す
る
。

▽
ラ
イ
ト
コ
ー
ト
、
ベ
ラ
ン
ダ
を
設

置
す
る
。
明
る
さ
と
通
風
を
確
保
す

る
。

▽
４
階
建
て
と
す
る
。

▽
北
側
に
敷
地
内
歩
道
を
整
備
す
る
。

▽
体
育
館
、
プ
ー
ル
へ
の
渡
り
廊
下

も
合
わ
せ
て
整
備
す
る
。

▽
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
残
す
。
エ
ノ
キ
を

植
樹
す
る
。

▽
ゆ
と
り
空
間　

児
童
の
主
体
的
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生
活
の

場
と
し
て
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
空

間
を
つ
く
る
。

▽
多
様
な
学
習
活
動
に
対
応
し
た
教

室　

一
斉
指
導
以
外
に
個
別
学
習
、

少
人
数
学
習
指
導
、
グ
ル
ー
プ
学
習

等
に
対
応
で
き
る
教
室
で
あ
る
と
と

も
に
、
学
年
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
、

学
年
単
位
で
の
発
表
や
共
同
学
習
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
習
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
で
き
る
多
目
的

な
空
間
を
準
備
す
る
（
オ
ー
プ
ン
教

室
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的

教
室
）。

▽
充
実
し
た
学
校
図
書
室　

学
習
を

支
援
し
、
調
べ
学
習
や
情
報
の
収
集

活
動
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
自
主

的
読
書
活
動
が
落
ち
着
い
て
で
き
、

将
来
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
休

日
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
利
用
さ

れ
る
図
書
室
と
し
て
整
備
す
る
。

▽
高
度
情
報
化
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
に
対
応
し
た
施
設　

校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
敷
設
し
て
、
高
度
情
報
化
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
い
て
生
き
る
力

を
育
て
る
情
報
教
育
の
促
進
に
ふ
さ

わ
し
い
学
習
環
境
を
整
備
す
る
。

▽
環
境
教
育　

施
設
自
体
が
環
境
教

育
の
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う

整
備
す
る
。

▽
学
校
開
放　

休
業
日
、
放
課
後
の

児
童
の
利
用
、
地
域
と
の
交
流
事
業
、

生
涯
学
習
や
福
祉
事
業
な
ど
と
の
部

分
開
放
共
同
利
用
が
可
能
な
地
域
に

開
か
れ
た
施
設
と
し
て
設
計
す
る
。

▽
安
全
防
犯
対
策　

死
角
の
な
い
施

設
配
置
、
教
職
員
の
学
年
ブ
ー
ス
、

開
放
部
分
の
区
分
け
等
安
全
や
防
犯

に
配
慮
し
た
設
計
を
す
る
。

▽
心
身
障
害
教
育　

将
来
の
特
別
支

援
教
育
の
拠
点
校
と
し
て
の
役
割
が

十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
整
備
す
る

（
え
の
き
学
級
、
ふ
た
ば
学
級
）。

　

登
下
校
時
の
交
通
事
故
や
不
審
者

か
ら
児
童
を
守
る
た
め
、
通
学
路
の

安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
開
校
委
員
会
で

は
各
道
路
区
域
別
に
通
学
路
の
安
全

対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
よ
う

な
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

▽
八
幡
通
り　

�
外
側
線
の
カ
ラ
ー

舗
装
・
路
面
改
良
�
路
面
表
示　
　
１１

カ
所
（
停
止
線
・
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク

等
）
�
交
差
部
の
カ
ラ
ー
舗
装　

２

カ
所
�
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
標
識　

１

カ
所
（
警
察
）
�
時
速　

�
速
度
規

３０

制
表
示　

２
カ
所
（
警
察
）
�
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
表
示　

１
カ
所

�
街
路
灯
の
改
良
・
設
置　

２
カ
所

▽
野
川
緑
道
・
御
台
橋
通
り　

�
路

面
表
示　

９
カ
所（
停
止
線
・
ス
ト
ッ

プ
マ
ー
ク
等
）
�
街
路
灯
の
改
良
・

設
置　

６
カ
所
�
看
板
の
設
置
（
不

審
者
対
策
）　

２
カ
所
�
樹
木
の
せ

ん
定　

２
カ
所
�
公
園
の
改
良
（
出

入
口
の
設
置
）　

２
カ
所
�
交
通
整

理
員
の
配
置　

３
〜
４
カ
所

▽
上
和
泉
通
り（
一
中
前
通
り
含
む
）

�
歩
道
の
設
置
・
拡
幅　

２
カ
所
�

道
路
の
改
良　

１
カ
所
�
横
断
歩
道

の
設
置　

１
カ
所
（
警
察
）
�
看
板

の
設
置　

４
カ
所　

�
信
号
機
の
設

置　

１
カ
所
（
警
察
）
�
街
路
灯
の

設
置　

２
カ
所

▽
慈
恵
東
通
り
・
前
原
公
園　

�
前

原
公
園
内
通
路
北
口
の
設
置
�
街
路

灯
の
改
良　

２
カ
所
�
歩
道
の
拡
幅

　

１
カ
所
�
七
小
跡
地
内
道
路
�
看

板
の
設
置（
不
審
者
対
策
）　

２
カ
所

報

告

書

の

概

要

�
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狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第
七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会
は
、
新
校
開

校
に
向
け
て
、「
新
校
の
校
舎
を
中
心
と
す
る
施
設
に
関
す
る
こ
と
」

「
通
学
路
の
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
」「
保
護
者
等
の
意
見
の
集
約

に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
任
務
と
し
て
、
昨
年
６
月
か
ら

　

回
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

２０
　

結
論
が
ま
と
ま
り
、
３
月　

日
�
教
育
委
員
会
に
報
告
書
が
提
出
さ

２２

れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課
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■
全
体
事
項

■
個
別
重
点
事
項


